

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































電気は 1889年、ガスは 1897年、水道は 1895年に作られます。ただし、下水
が大幅に遅れて 1940年になります。これは江戸時代以来の伝統で、人間が出
した物は大事にして、農家にもっていって、農作業に使っていくというシステ
ムが出来上がってきたので、それをいじれなかったというのがあると思うので
すけれども、一方で上水道と下水道のどちらが金がかかるかというと、下水道
― ５３ ―
の方が金がかかるわけです。何が流れてもいいように作らなければならないわ
けですから、頑丈に作らなければいけないので、後回しにされていたという事
情があります。
大阪で初めての下水は、1940年に作られます。西成区津守にある下水処理
場です。逆にいえば、この前の段階で、集合住宅で大きいものを日本に建てよ
うということは、なかなかできなかっただろうと思われます。同潤会アパート
という、関東大震災の後に東京の方で造られたモダニズムの集合住宅の試みが
ありますが、これぐらいが唯一例外であり、基本的には日本ではまだ、生活の
面でも、ライフラインの整備の点でも、集合住宅をモダニズムで造っていこう
という背景は出来上がっていなかったということになります。
6．キャンパスの美観
話の終わりにキャンパスの美観についてふれておきます。
まず、キャンパスの混沌ということで京都大学の話をします。第 2次世界大
戦後日本の大学キャンパスの多くは、基本的には工学部の建築の先生やゆかり
の建築家の腕の見せどころであり、その結果としていろいろな建築様式が無秩
序に入っていくわけです。こちらにガラス張りの建物があるかと思えば、こち
らにはコンクリート打ちっ放しの建物があるという感じで、いろいろなものが
混沌としています。
しかも最近、あまりにも秩序だっていないと思ったのが、京都大学の時計台
です。時計台の裏側に、かつて大きな教室があったのですけれども、それが古
くなったので取り壊して、何を考えたのか、本体とは合わないガラス張りの建
物を平気でくっ付けています。京大は、他にもキャンパス全体が雑然としてい
ます。
わが大阪市立大学に対しても、文句はたくさんあります。写真 8の左からみ
ると、ヤシを切って、今は芝生を養生しているところなのですけれども、1号
館の右側に、樹木で分かりづらいですが変なデザインの建物があります。直線
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的なデザインの 1号館の隣に、何かよく分からないデザインがあるのですけれ
ど、これはガラス張りの高原記念館といいまして、21世紀になってから建て
られています。その奥に 20年ほど前に建てられた法学部棟という 11階の建物
で、この建物と 1号館の調和はどうも考えられていない節があります。
もう一つ言いたいのが、先ほどからデザイン性が高いと指摘した、書庫の壁
面ですけれども、すでにのべましたように 1号館の教室からは見えません。一
番見えている教室から撮った写真が写真 8の右のほうです。見えないのはなぜ
かというと、右手に学生のサークルボックスのような建物がくっ付けられてい
る部分はあるのですが、それとは別に左手に一つ別の建物がありまして、これ
が完全に書庫のこの部分と 1号館との間をふさいで、非常に装飾性が高くて素
晴らしいと言っている部分が教室から見えないのです。ここは奥まった空間に
なっているので、大阪市立大学の学生は、4年間で卒業して、ここに何かある
と気付いた学生はほとんどいないのではないかというぐらい、非常にマイナー
な存在を強いられているわけです。このようなことを平気で普通の大学のキャ
ンパスはやっています。
私は最近、学内の建物ツアーなどで案内する機会があるのですけれど、邪魔
写真 8 キャンパスの混沌（大阪市立大学）
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になっているこの建物の前に来たときに必ず言うことは、「この建物を壊して
ほしい」ということです。この建物を壊そうと思っても、実は数年前に改装し
たばかりです。しかも、使っているのは学長さんなのです。ですから、ここで
大きな声で学長さんに聞こえるように、「この建物は壊した方がいいです」と
言うのですけれども、届いていないでしょうね。
最後に、関西学院大学の上ケ原キャンパスに話をもう一度戻しますが、建築
界から超然としたヴォーリズがつくったマスタープランがあります。最初に超
然としたものを素人くさい彼が造ったことで、温かみのある空間が出来上がっ
てきて、それがその後のキャンパスの中で大きな支配力をもって、現在もキャ
ンパス全体を彼の世界が規定しているのではないかというふうに思います。私
は、このキャンパスは非常にきれいだと思いますので、皆さんも大事に思っ
て、学生の方は 4年間学んでいただければと思います。以上で、用意した話を
終わります。
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